
（様式） 

特別顧問・特別参与が従事した職務の遂行に係る情報 

 

議 題 新公会計制度アドバイザリー会議 

日 時 令和８年１月２２日(木) １３時５８分～１５時５８分 

場 所 府庁本館４階 会計検査室 

出 席 者 

(特別顧問・特別参与)：武田特別参与 谷口特別参与 

(職 員 等)：会計管理者兼会計局長 

                   会計指導課長、課長補佐 

他 会計指導課職員 

論 点 
・財務諸表作成手法の変更について 

・所有外管理資産の取扱について 

主 な 意 見 

【資料１ 財務諸表作成手法の変更について】 

① セグメント単位については、利活用はもちろん、議会資料や府

民によりわかりやすくなるよう検討していただきたい。 

② ファシリティマネジメントの方で、減損の兆候を把握する指標

に替わる施設の有効活用度を確認する新たな仕組をよく検討

していただきたい。 

 

【資料２ 所有外管理資産の取扱について】 

③ 重要な会計方針の変更の注記案について、重要性の乏しい資産

として費用に振り替える資産が分かるように、また、会計方針

を変更した結果、財務諸表に与える影響額も注釈内に記載して

いただきたい。 

結 論 

【資料１について】 

① 頂いたご意見も踏まえ、今後、制度検討ワーキンググループで

検討していく。 

② 制度所管課へご意見を伝える。 

 

【資料２について】 

③ 頂いたご意見を踏まえて修正する。また、対象となる注記は令

和 8 年度決算で作成する予定であり、今回の注記案で決定する

ものではないので、その際にまたご意見をいただきたい。 

説明等資料 

・議事次第 

・【資料１】財務諸表作成手法の変更について 

・【資料２】所有外管理資産の取扱について 

関 係 部 局 

（ 室 課 ） 

 

 


